
鹿児島宇宙空間観測所（内之浦）より打上げ 
イオンエンジン点火 
地球スウィングバイでイトカワに向けて旅立つ 
小惑星イトカワの撮影に成功 
イトカワに到着（20km 地点） 
ホームポジション（約 7km 地点）到着 
ミネルバ分離 
1 回目のタッチダウン・ターゲットマーカー放出 
2 回目のタッチダウン 
燃料漏れによって姿勢が安定せず、地球との通信ができなくなる 
地上との通信が復活 
資料容器のカプセル収納・蓋閉め運用完了 
イオンエンジンの再点火 
地球帰還に向けた本格巡航運転開始 
第 1 期軌道変換完了・イオンエンジン停止 
地球から最遠に到達 
第 2 期軌道変換開始・イオンエンジン再点火 
イオンエンジンに異常発生 
2 台のイオンエンジンを組み合わせて推進力確保 
第 2 期軌道変換完了・イオンエンジンの連続運転終了 
再突入に向けた軌道修正 
地球帰還・カプセル回収 

ＨＡＹＡＢＵＳＡ

　小惑星探査機「はやぶさ」は６月 13 日午後
11時 21分（日本時間：午後 10時 51分）ごろ、
オーストラリア南部の上空で大気圏に突入した。
　「はやぶさ」は、大気圏突入の約 3時間前にカ
プセルを分離して、ウーメラ砂漠にカプセルを落
とし、約 60億キロの旅を終えて７年ぶりに地球
に帰還した。
　カプセルに損傷はなく、18 日未明に神奈川県
相模原市の JAXA 相模原キャンパスに運ばれた。
　その後、X線検査でカプセルの中身を確認した
ところ、直径１ミリ以上の物質は見つからなかっ
たが、JAXA によると、小惑星イトカワの試料は、
採取に成功していたとしても、0.1 ～ 0.01 ミリ
メートルほどの小さな粒子と推定されており、今

後カプセルとその内部の容器を開封して、中に
入っている物質をかき出し、詳細に調べる予定。
　専用装置で開封する予定で、試料の有無が最終
的に分かるのは数ヵ月後になる見通しとのこと。
　また、JAXA は「はやぶさ」による宇宙の旅を「世
界最長」としてギネスの世界記録に申請した。　
　ギネス申請は（１）月以外の天体に着陸した初
の探査機（２）帰還した探査機としての航行日数
も 2592 日と世界最長、の２点。「はやぶさ」は
彗星のちりを持ち帰ったアメリカ探査機「スター
ダスト」の 2534 日を更新した。
　１ヵ月半で記録の対象になるか回答があり、
数ヵ月間審査される。　

はやぶさ火球画像

はやぶさ無事帰還！

「はやぶさ」が撮影した
地球のカラー画像

（C）JAXA（C）JAXA（C）JAXA

カプセル画像
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「はやぶさ」の旅
2003 年 5 月 9 日 　  
2003 年 5 月 27 日 　
2004 年 5 月 19 日　  
2005 年 7 月 29 日　  
2005 年 9 月 12 日　  
2005 年 9 月 30 日 　 
2005 年 11 月 12 日  
2005 年 11 月 20 日  
2005 年 11 月 26 日  
2005 年 12 月 8 日　 
2006 年 1 月 26 日 　 
2007 年 1 月 18 日　  
2007 年 2 月 　　　　 
2007 年 4 月 25 日　  
2007 年 10 月 18 日 　 
2008 年 5 月末　　　  
2009 年 2 月 4 日　　  
2009 年 11 月 4 日 　
2009 年 11 月 19 日  
2010 年 3 月 27 日　　 
2010 年 4 月～ 6 月 　 
2010 年 6 月 　　　

鹿児島宇宙空間観測所（内之浦）より打上げ 
イオンエンジン点火 
地球スウィングバイでイトカワに向けて旅立つ 
小惑星イトカワの撮影に成功 
イトカワに到着（20km 地点） 
ホームポジション（約 7km 地点）到着 
ミネルバ分離 
1 回目のタッチダウン・ターゲットマーカー放出 
2 回目のタッチダウン 
燃料漏れによって姿勢が安定せず、地球との通信ができなくなる 
地上との通信が復活 
資料容器のカプセル収納・蓋閉め運用完了 
イオンエンジンの再点火 
地球帰還に向けた本格巡航運転開始 
第 1 期軌道変換完了・イオンエンジン停止 
地球から最遠に到達 
第 2 期軌道変換開始・イオンエンジン再点火 
イオンエンジンに異常発生 
2 台のイオンエンジンを組み合わせて推進力確保 
第 2 期軌道変換完了・イオンエンジンの連続運転終了 
再突入に向けた軌道修正 
地球帰還・カプセル回収 

Welcome�Back�to�Home!

（C）JAXA

はやぶさ最後の地球撮像画像

　「はやぶさ」が帰還を果たし、一夜明けた
６月 14 日（月）に、肝付町地域女性団体連
絡協議会では、「はやぶさ」をM－Ⅴロケッ
トで打ち上げた内之浦宇宙空間観測所を訪

れ、花束を贈って職員の労をねぎらいました。
　また、肝付町宇宙空間観測協力会では、
本所と支所に帰還を祝う懸垂幕を設置し、
JAXA へ祝電を送りました。

ＨＡＹＡＢＵＳＡ

肝付町では。

肝付町役場本所懸垂幕 内之浦総合支所懸垂幕 女性団体連絡協議会から花束の贈呈
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は
や
ぶ
さ
は
、
め
い
っ
ぱ
い
背
伸
び
を

し
た
計
画
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
正
直

な
と
こ
ろ
果
た
し
て
ど
こ
ま
で
で
き
る

か
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
し
た
。
み

な
さ
ん
の
応
援
を
い
た
だ
き
、
こ
こ
ま

で
こ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
成
果
は
内
之
浦
の
方
々
と
と
も

に
育
ん
で
き
た
、
宇
宙
研
の
成
果
を
礎

と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
も
の
で
あ
っ

て
、
内
之
浦
の
方
々
、
諸
先
輩
方
に
も
、

ぜ
ひ
お
祝
い
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
「
は
や
ぶ
さ
」
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
の

は
、
今
は
肝
付
町
で
す
が
、
当
時
の
内

之
浦
町
で
す
。

　

2
0
0
3
年
の
5
月
9
日
に
打
ち
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
は
、
5
月
に
打
ち

上
げ
る
こ
と
は
漁
協
さ
ん
の
方
々
と
の

想
定
の
中
に
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
的

川
名
誉
教
授
ら
に
よ
り
ま
す
と
、
こ
の

打
ち
上
げ
時
期
が
、「
は
や
ぶ
さ
」
に
と
っ

て
動
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
説
明
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
こ
の
計

画
の
お
そ
ら
く
あ
ま
り
に
荒
唐
無
稽
な

内
容
に
驚
か
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
非
常
に
寛
大
に
こ
の
打
ち
上
げ
を

認
め
て
い
た
だ
い
た
よ
う
で
す
。
大
変

に
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
当
時

は
、
実
験
場
も
宇
宙
研
に
帰
属
し
て
い

ま
し
た
が
、
同
年
の
10
月
に�

J
A
X
A�

と
し
て
組
織
変
更
が
行
わ
れ
て
、
こ
の

「
は
や
ぶ
さ
」
は
、
宇
宙
研
と
し
て
打
ち

上
げ
た
最
後
の
衛
星
（
探
査
機
）
に
あ

た
り
ま
す
。

　

内
之
浦
の
実
験
場
は
、
我
が
国
最
初

の
人
工
衛
星
で
あ
る
「
お
お
す
み
」
を

打
ち
上
げ
、
ま
た
「
さ
き
が
け
」「
す
い

せ
い
」
と
い
っ
た
我
が
国
初
の
惑
星
探

査
機
を
打
ち
上
げ
た
由
緒
あ
る
特
別
な

場
所
と
い
え
ま
す
。

　

世
界
初
の
地
球
以
外
天
体
か
ら
の
サ

ン
プ
ル
リ
タ
ー
ン
を
目
指
し
て
打
ち
上

げ
ら
れ
た
「
は
や
ぶ
さ
」
の
母
港
で
あ

る
こ
と
は
、
お
お
い
に
誇
り
に
思
っ
て

い
た
だ
き
た
い
点
で
す
。

　

あ
の
小
さ
な
実
験
場
か
ら
、
あ
の
小
さ

な
ロ
ケ
ッ
ト
で
旅
発
て
た
こ
と
は
、
こ

の
意
義
の
あ
る
宇
宙
開
発
が
い
か
に
し

て
可
能
と
な
っ
た
か
を
世
界
に
発
信
し

て
い
る
点
で
大
変
意
義
深
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
M
―
V�

ロ
ケ
ッ
ト
の
模
型
と

発
射
整
備
棟
が
あ
る
か
ぎ
り
、
こ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
永
久
に
発
信
さ
れ
続
け
ら
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

大
変
な
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
、
い

ま
も
相
模
原
に
は�

M
―
V�

の
模
型
と
、

ホ
ー
ル
に
は
「
は
や
ぶ
さ
」
の
模
型
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
民
の
み
な
さ

ま
に
は
、
本
当
に
お
お
き
な
誇
り
と
思
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
希
有
な
探
査
計
画
が
、
永
年
に
わ

た
り
宇
宙
研
の
活
動
に
理
解
を
い
た
だ

き
、
ま
た
支
援
を
い
た
だ
い
た
内
之
浦
、

肝
付
の
方
々
の
お
か
げ
で
あ
る
こ
と
も
、

わ
れ
わ
れ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
は

十
分
に
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
の
で
、
皆
さ
ん
が
祝
福
さ
れ
る
べ

き
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

7
年
ぶ
り
に
対
面
し
た
カ
プ
セ
ル
は
、

ま
る
で
新
品
の
よ
う
で
し
た
。
2
0
0
7

年
に
閉
め
た
ふ
た
は
、
本
当
に
閉
ま
っ

て
い
て
良
か
っ
た
で
す
。
ま
る
で
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
の
よ
う
で
す
。

　

私
の
夢
の
１
つ
は
、
カ
プ
セ
ル
を
も

う
一
度
Ｍ
組
み
立
て
棟
ク
リ
ー
ン
ル
ー

ム
に
持
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。
内
之
浦

か
ら
飛
び
立
ち
、
も
う
一
度
内
之
浦
に

も
ど
っ
て
こ
そ
、
航
海
の
終
着
で
は
な

い
か
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

内之浦にもどってこそ、
　　　　航海の終着ではないか・・・

はやぶさプロジェクトマネージャ　川
かわぐち

口　淳
じゅんいちろう

一郎教授

　３月から連載してきた「はやぶさ帰還」の特集は、はやぶさの
無事帰還とともに終わります。
　私記や画像を提供してくださった川口淳一郎教授を始め宇宙航
空研究開発機構の皆様に厚くお礼申し上げます。
　また、肝付町は次期固体ロケットの打ち上げが内之浦に決定す
ることを願っております。

ＨＡＹＡＢＵＳＡ

「はやぶさ帰還について」
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（C）JAXA

（C）JAXA
はやぶさ打ち上げの写真


